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　当社は現在2,500名を超える社員を有する会社に成長し、私も

社長に就任して丸7年経ちました。学校制服市場はといえば、少

子化が進む中、社会情勢も学校環境も変化し、子どもや保護者の

ニーズが多様化しています。

　この変化する市場で優位に立つためには、学校制服そのもの

の商品価値もさることながら、学校生活全般にわたる提案やサー

ビスの提供が欠かせないと感じています。良いモノを作れば売れ

る、という時代ではなくなってきています。

　こうした状況の中、当社が進路を切り開くためには、モノ作りや

サービスに対する認識を社員全員が共有しながら、明確な目標に

向かうことが重要だと感じました。そこで、社内の有志39名ととも

にブランディングを再構築するプロジェクトを立ち上げました。企

業ブランド力を強化するという観点で、商品はもとより、コミュニ

ケーションのあり方やサービスを見直そうと考えたのです。

　そしてブランドビジョンというのは、それがいくら卓越したもの

であっても、上から一方的に発信しただけでは決して社内には浸

透しません。39名のチームメンバーが参加することによって、組織

のモチベーションがあがり、ブランドビジョンを社内全体に浸透さ

せることができるのです。

　このブランディングの一環で、提案にあがってきたのが社名変更

です。これまで「KANKO」あるいは「カンコー」という自社ブランド

で学校制服を展開してきましたが、この由来が平安時代の学者で

あり、学問の神様と称される菅原道真公の尊称「菅公」であるこ

とをご存じない方も多々いらっしゃるようです。

　無類の学者であったばかりでなく、政治家としても世の中に尽

力した菅原道真公は、学校制服を製造する当社にとって非常に

シンボリックな存在です。そこで、自社ブランドの由来を見つめ直

し、原点にかえり、これに誇りを持つという意味で「菅公」を冠し

た社名に変更することを決定したのです。

　ブランディングはまだ緒についたばかりです。社内はもちろん

のこと、代理店、販売店、協力工場もあわせて、ひとつの世界観で

共通の目標へ向かわなければなりません。この社名変更をひとつ

のきっかけにして、社内にも社外にも強いメッセージを発信して

いきたいと考えています。

　当社は1854年（安政元年）に創業しており、160年もの長きにわ

たり存続することができたのは先人たちの絶え間ない努力と精進

の賜物です。ただ、私が常々感じているのは、保守的な姿勢で取り

組んでいたら、ここまでの成長はなかっただろうということです。

　ともすれば十年一日のごとく思われがちな学校制服ですが、数

十年前と比較したら子どもたちの体格は歴然と変化しています

し、年々世の中の嗜好は移り変わっています。伝統の技術を守る

ことは大切ですが、ただ守り続けるだけではニーズに応える商品

は作れません。時代の空気を的確に読み、それを先取りして商品

に反映させる工夫が重要なのです。

　時々、30年前、40年前の学生服やCMを見返すことがあるので

すが、その発想の斬新さに感心したり、驚かされたりすることが

あります。その頃と比較すれば、いまは軽くて丈夫な素材が開発

され、着心地の良いユニフォームをより細密に作ることが可能に
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なっていますが、果たして数十年前の意気込みを超える仕事が今

できているだろうか。いつも自問自答していることです。

　私が自社の長所を意識するようになったのは、入社してすぐ倉

敷工場へ配属された時です。生産管理を担当していましたが、そ

の時に感じたのは、従業員がもつ高い愛社精神でした。祖父のこ

とを褒めてくださる方もいました。祖父は特に福利厚生や社内コ

ミュニケーションといった基盤づくりに尽力した人で、それが敬愛

の対象になっていたのでしょう。

　やはり会社は人が支えるものだという思いを強くしました。そ

れまでは漫然と、代々続いてきた会社で祖父も父も社長を務めた

という認識があっただけでしたが、あらためて、素晴らしい資質を

もった会社に入社したという誇りを感じたのです。

　学校制服を作る立場として大きな醍醐味を感じるのは、制服は

採用していただき納品して終わり、ではないということです。子ど

もたちが制服を身につけることによって、時には学校や組織を変

えることができるのです。

　例えば、気に入った制服を身に着けた子どもたちは学校や勉強

への興味が高まり、学校への帰属意識も強くなります。これが良

い効果となり、積極的に学校行事に参加する子どもが増えたり、

授業への集中度が上がったり、学校内の結束が高まったりしま

す。それはやがて、学校に対する高評価につながり、入学したい、

入学させたい、あの制服が着てみたい、という人が増えてくるとい

う相乗効果もありえるのです。制服が変わることにより、学校を取

り巻く環境が大きく変化するのです。

　たったひとつの学校制服が、子どもたちの気持ちをあげ、学校

の魅力をあげ、地域の魅力をあげることにつながるのです。

　スポーツのユニフォームも同じです。チームイメージを象徴し、

ユニフォームを身につけることで連帯感が生まれ、プライドにつ

ながります。ユニフォームを変えれば、強そうに見えるとか、弱そ

うに見えるとか、話題にもなります。

　こういうことが制服の効用であり、制服は非常に尊いアイテム

だと思っています。学校制服を製造するのは醍醐味のある仕事な

のです。

　当社では着用者である子どもたちの目線でモノ作りを行うため

に、「ココロ」「カラダ」「時代」「学び」の4つの視点からなる「学

生工学」というコンセプトで継続的な体型調査や研究を行ってい

ます。

　時代の変化や価値観を読み取り、耐久性と軽さに優れた素材

の開発、着心地が良く学生の美意識に合致するシルエット作りな

ど、制約がある中で最も「いま」にふさわしい制服を送り出すた

めに努力しています。

　今回のブランディングでは、商品のみならず、商品を取り巻く

サービス体制を強化していくことを明言しています。

　そのひとつとして、子どもたちの「夢をえがく、はぐくむ、かなえ

る。」をテーマにWEBなどのメディアを用いながら、「カンコード

リームプロジェクト」と名付けたさまざまなイベントや活動を展開

しています。

　例えばいま力を入れているのがダンス授業支援。これは、文部

科学省の指導要領により体育の授業でダンスが必修化されたこと

をうけ、それをサポートするために当社が取り組んでいるプロジェ

クトです。

　自分たちが踊ったダンス動画をWEBに投稿してもらいコンテスト

を行う「カンコーくるくるダンスコンテスト」をはじめ、授業にその

まま取り入れていただけるダンスDVDの制作やダンス講習会など、

子どもたちや先生が目標を持って、明るくハッピーになれるような

企画を考えています。

　他にもスポーツ大会を支援したり、菅原道真公にちなんだ祈願

のイベントを企画しており、今後もユニークな企画を続々と考えて

いくつもりです。

　いま教育現場が疲弊し、道徳意識が薄れてきたと言われます。

個の権利を尊重するあまり「和を以て貴しとなす」という言葉も死

語になりつつあるようです。さらには、面倒なことにかかわり合い

たくない、問題になるのを避けたい、という理由から、人と人が膝

を突き合わせ正面から話をするという機会も少なくなっている気

がします。

　制服を製造しているメーカーとして、これは淋しいことですし、

人生の中で最もかけがえのない時を子どもたちが健やかに過ごせ

たら、と切に願います。ですから、私たちなりに精いっぱい、子ども

たちの豊かで楽しい学校生活の想い出づくりを応援していきたい

と考えているのです。

 「カンコードリームプロジェクト」のさまざまな取り組みの根底に

あるのは、サポーターとしての当社の熱い思い。これからもずっと、

子どもたちのサポーターとして、着て楽しい制服づくりを考え、ハッ

ピーな学校生活を応援していきます。

環境をも変えてしまう制服の大きな力

学校生活を応援するサポーターとして
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新社名披露会の後ブランディングプロジェクトのメンバーと


